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Web 画面
グリッドが複数ある Web パネルの
ベーステーブルとナビゲーション



それでは、Web パネルに複数のグリッドがある場合はどうなるでしょうか。この
場合、Web パネルのベーステーブルではなく、各グリッドのベーステーブルについ
て考えることになります。

2

グリッドが複数ある Web パネル



ナビゲーションの定義は、グリッドが並列か、ネストされているかによって異なり
ます。

最初に並列グリッドの場合を考えます。この場合、グリッドごとに別個にナビゲー
ションが決定されます。このため、1 つのグリッドにはベーステーブルが存在し、
別のグリッドには存在しない場合もあり得ます。

この例では、両⽅のグリッドにベーステーブルがあることになります。なぜなら、
それぞれに明らかに項目属性があるからです。この点だけで各グリッドに暗示的な
ナビゲーションが発生すると判断するのに十分です。

問題は、それぞれのベーステーブルを特定する⽅法です。

この例と前の例との違いは、右側に、グリッド、グリッド内のデータをフィルタリ
ングするための変数、合計数を表示するための変数を追加したことだけです。

ご存じのように、複数のグリッドがある場合、パネル全体を対象とする汎用の
Refresh イベントに加え、汎用の Load イベントがなくなります。Refresh イベン
トおよび Load イベントはグリッドごとになります。Load イベントは、GeneXus 
がグリッドのベーステーブルを発⾒するかどうかに応じて、それぞれ 1 回のみ、
または N 回トリガーされます。

最初のグリッドのベーステーブルは Attraction、2 つ目のグリッドのベーステーブ
ルは CountryCity になると容易に推論できます。いずれの場合も、フィルタリン
グは、パラメーターとして受け取る項目属性 CountryId を使って⾏われ、この項目
属性はベーステーブルの定義に関わりません。この項目属性は、この定義に続く部
分に関与します。
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複数のグリッド: 並列



ただし、両テーブルはデータベース内で関係があるため (CountryCity は
Attraction の拡張テーブルの一部)、このグリッドにロードされる観光名所ごとに、
対応するレコードがこのテーブルに存在することになります。⾒⽅を変えると、
もう 1 つのグリッドにロードされる都市ごとに、N 個の関連する観光名所が存在す
ることになります。前述のように、この関係がグリッドにロードされる内容に影響
すると思われるかもしれませんが、実際には影響しません。GeneXus により、これ
らの間で暗示的な関係が定義されることはありません。

パラメーターとして受け取る国のすべての観光名所が最初のグリッドにロードされ、
その国のすべての都市が 2 つ目のグリッドにロードされます。
この誤解の可能性が解消されたので、次に各グリッドのベーステーブルが GeneXus 
でどのように定義されるかを⾒ていきます。
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最初のグリッドから⾒ていきます。

グリッドの項目属性 (表示または非表示) と、グリッドが 1 つの場合と同じグリッ
ドのプロパティ ([Base Trn]、[Order]、[Conditions]、[Unique]、[Data 
Selector] の各プロパティ) について検討します。これまでの例とは異なり、イベ
ント内の「コンテキストがない」項目属性がすべて考慮されることはありません。
考慮されるのはグリッドの Load イベントのみです。このため、コンテキストがな
い項目属性が Refresh イベントにあった場合、その項目属性は関与しません。
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複数のグリッド: 並列

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライ
ン式などのコンテキストがないもの)



その他のイベントについても同様です。ほかにこれらのイベントがあります。
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複数のグリッド: 並列

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライ
ン式などのコンテキストがないもの)



最初のグリッドについては、この例のように固定部分に項目属性が存在する場合、
これらの項目属性もベーステーブルの決定の際に考慮されます。これは最初のグ
リッドのみに当てはまります。その他のグリッドについては、固定部分の項目属性
が関与することはありません。

この例では、Grid1 のベーステーブルを決定する際に、グリッド内のすべての項目
属性とともに、この Load イベント内で「コンテキストがない」ほかの項目属性も
考慮されます。しかし Load 内にはそのような項目属性はありません。また、前述
のように、グリッドのプロパティも考慮されます。

ベーステーブルが存在し、それが Attraction となることがわかります。項目属性の
いずれかが Attraction の拡張テーブルになかった場合は、ナビゲーション表示に警
告が表示されます。
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複数のグリッド: 並列

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライ
ン式などのコンテキストがないもの)

+ 固定部分の項目属性



Grid2 のベーステーブルを決定するにあたっては、グリッド内の項目属性と、Load 
内の「コンテキストがない」項目属性が考慮されます。
この場合も Load 内にはそのような項目属性はありません。また、グリッドのプロ
パティも考慮されます。
ベーステーブルは CountryCity となることがわかります。この場合、固定部分の
CountryName 項目属性は関与しません。

8

複数のグリッド: 並列

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライ
ン式などのコンテキストがないもの)



それでは、ほかのイベントにある項目属性はどうなるのでしょうか。
これらは、いずれかのグリッドのベーステーブルの拡張テーブルに含まれる必要が
あります。含まれなかった場合は、ナビゲーション表示で通知されます。

この例では、CountryName と AttractionId があります。
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複数のグリッド: 並列

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライ
ン式などのコンテキストがないもの)



前述のように、並列グリッドでは、ナビゲーションは自動的には関連付けられま
せん。

それでは、たとえばユーザーが都市を表示するグリッド内で⾏をクリックした場
合に、観光名所を表示するグリッドに当該都市の観光名所のみを表示するようにす
るには、どうすればいいでしょうか。

10

複数のグリッド: 並列



この場合、複数の⽅法が考えられます。そのうち 1 つの実装例をここに示します。
パネルを保存してから、都市のグリッドの [Allow Selection] プロパティを設定し、
⾏内の任意の部分をクリックするとその⾏が選択されるようにします。必要に応じ
て表示の色を変えることもできます。

次に、ユーザーが⾏を選択したときにトリガーされる、グリッドの
OnlineActivate イベントをプログラミングし、選択された⾏の都市の識別⼦を変
数に割り当てます。

新しい条件を追加したので、観光名所のグリッドを再表示します。&CityId 変数が
空ではない場合、この変数と一致する都市の観光名所のみをロードするという条件
です。

これで、実⾏環境で動作を達成できます。
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複数のグリッド: 並列



別の⽅法として、パラメーターとして受け取る国の都市ごとに観光名所をそのまま
表示することもできます。この場合、ここに示すように、グリッドをネストします。
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複数のグリッド: ネスト



ご存じのように、グリッドのネストは For each のネストに似ているため、ベース
テーブルを定義する⽅法と結果的なナビゲーションも似ています。

このオブジェクトをここに示すようにプログラミングした場合、外側の For each 
が CountryCity テーブルをナビゲートします。ここには、CountryId による暗示的
なフィルタがあるため、国内のすべての都市を参照します。それぞれについて名前
を出⼒し、次の都市に移る前に内側の For each を実⾏します。この For each では
Attraction テーブルを参照し、国と都市の暗示的なフィルタに従い、その国と都市
の観光名所を出⼒します。

これが Web パネルで達成できるナビゲーションですが、ここでも 2 つの選択肢が
あります。各グリッドをベーステーブルありで実装するか、なしで実装するかです。
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複数のグリッド: ネスト

For each Country.City

print CityPB
&trips = 0

For each Attraction
&trips = Count()
print AttractionPB

endfor

endfor



両⽅のグリッドをベーステーブルありで実装する場合、最初のグリッドには
Country.City ベーストランザクションを設定し、2 つ目のグリッドには Attraction 
を設定します。この場合、作業量が少なくなります。
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複数のグリッド: ネスト

For each Country.City

print CityPB
&trips = 0

For each Attraction
&trips = Count()
print AttractionPB

endfor

endfor



どの場合でも、Grid1 の Refresh イベント (外側のもの) が先に実⾏されてから、
そのグリッドの Load イベントが続きます。Load イベントは、グリッドにベース
テーブルがあるかどうかに応じて、1 回または N 回実⾏されます。

ここに示す例では、フランスに 2 都市 (パリおよびニース) が⼊⼒されているため、
外側のグリッドの最初の Load はパリになることがわかります。その直後、Load を
もう一度実⾏してニースをロードする前に、ネストされたグリッドの Refresh イベ
ントが実⾏されます。そして、その Load イベントがその直後に続きます。回数は、
ベーステーブルの有無に応じて 1 回または N 回となります。この例では、ベース
テーブルがあるため、エッフェル塔をロードする Load がトリガーされてから、
ルーブル美術館をロードする別の Load がトリガーされます。

ネストされたグリッドのロードが完了したら、次の都市、ニースのロードに進み
ます。この場合も同様です。ネストされたグリッドの Refresh イベントが 1 回トリ
ガーされてから、Load イベントが N 回トリガーされ、ニースにある観光名所が新
たにロードされます。この例では観光名所は 1 つだけです。

15

複数のグリッド: ネスト

Grid1.Refresh()

Grid1.Load()

Grid2.Refresh()

Grid2.Load()

Grid2.Load()

Grid2.Refresh()

Grid1.Load()

パリ

ニース

エッフェル塔

ルーブル美術館

Grid2.Load() マティス美術館



ここでは、画面に変数を追加し、以前と同じように残りの部分を完成させています。
これで、この例は同じものになり、システム内のすべてのイベントをプログラミン
グする必要が生じます。
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複数のグリッド: ネスト



これを GeneXus の疑似コードに変換すると、このようになります。

最初に、外側のグリッドの Refresh が実⾏されます。ここで、これからロードされ
る観光名所の合計数を数える変数をゼロに設定しています。
次に、このグリッドはベーステーブルが CountryCity であるため、GeneXus に
より、このテーブルをナビゲートする暗示的な For each が確⽴されます。その際
には、パラメーターとして受け取る CountryId の値がフィルタとなります。一致す
るレコードが⾒つかると、グリッドの Load イベントが実⾏されます。その都市の
観光名所数が数えられ、それが合計数の変数に加算されます。その後、GeneXus に
よって追加される Load コマンドにより、都市がグリッドにロードされます。

その直後に、ネストされたグリッドの Refresh が実⾏され、これからロードされる
観光名所を含むツアーの合計数がゼロに設定されます。ベーステーブルがあるため、
そのベーステーブル (Attraction) のナビゲーション用に別の暗示的な For each が
GeneXus によって記述されます。ここで、開発者がグリッドのプロパティで明示的
に設定した内容に従い、対応する節がすべて追加されます。この例では、ベースト
ランザクションと Order 節のみを設定していました。
加えて、このグリッドが別のグリッドとネストされていること、テーブルとの関係
が存在することに関連する暗示的な条件が追加されます。この理由より、Attraction 
テーブル内のレコードのうち、外側の For each でロードされるレコードと、国と
都市が一致するもののみが参照されます。そして、それぞれについて、このネスト
されたグリッドの Load が実⾏されます。その後、グリッドに⾏がロードされます。
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複数のグリッド: ネスト

For each Country.City
where CountryId = @CountryId

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load
endfor

endfor



最初のグリッドにベーステーブルがなかった場合、暗示的な For each および Load 
コマンドはなくなります。
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複数のグリッド: ネスト

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load
endfor



そして、グリッドの Load イベントでこれを明示的に記述する必要が生じます。

この例では、グリッドがネストされているため、GeneXus によりグリッドの Load 
イベント内に Load コマンドが⾒つかると、ネストされているグリッドの Refresh 
イベントおよび Load イベントがすぐにトリガーされます。そして、ネストされて
いるグリッドにベーステーブルがあるかどうかに応じて、GeneXus で暗示的な For 
each および Load が設定されるかどうかが決まります。ただし、この例では、以前
は暗示的だった都市の Where を明示的に指定する必要があります。これについては
次の図で確認します。
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複数のグリッド: ネスト

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load
endfor



ネストされたグリッドをベーステーブルなしにするには、グリッド内の項目属性を
変数に置き換えます。その後、Load イベント内で For each および Load コマンド
を明示的にプログラミングする必要があります。

また、ベーステーブルがない場合、グリッドをロードするロジックは開発者次第と
なり、GeneXus によって For each 間の結合が自動的に設定されない可能性があり
ます。この理由より、フィルタを明示的に指定する必要があります。

CountryId によるフィルタはパラメーターによって実⾏されるため、CityName に
よるフィルタのみを設定します。
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複数のグリッド: ネスト

For each Attraction order AttractionName
where CountryId = @CountryId
where CityId = @CityId

Load

Load



GeneXus での実装を示します。

ナビゲーション表示を確認すると、2 つのグリッドのいずれにもベーステーブルが
選択されていないことがわかります。
実⾏するとき、両⽅のグリッドにベーステーブルがあった Web パネルとの違いはわ
かりません。
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複数のグリッド: ネスト



ただし、このナビゲーションに到達するまでに、For each の場合も同様に、最初に
ベーステーブルを決定する必要がありました。
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複数のグリッド: ネスト

?

?

ベーステーブル



画面上の最初のグリッドのベーステーブルの決定については、並列グリッドの場合
と同じことが当てはまります。
つまり、GeneXus では、グリッド自体の項目属性に加え、画面上の固定部分に対応
する項目属性が考慮されます。加えて、グリッドのプロパティ ([Base Trn]、
[Order] など) にある項目属性と、グリッドの Load イベントにある項目属性も対象
です。ただし、グリッドの Refresh イベントにある項目属性とその他のイベントに
ある項目属性は対象外です。
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複数のグリッド: ネスト

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライ
ン式などのコンテキストがないもの)

+

• 固定部分の項目属性

最初のグリッド



ベーストランザクションが指定されている場合は、そのベーステーブルが使用され、
参照されている項目属性はすべてその拡張テーブルに含まれる必要があります。
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複数のグリッド: ネスト



ベーストランザクションが指定されていない場合は、参照されている項目属性がす
べて含まれる最小拡張テーブルが GeneXus により特定され、その後、そのベース
テーブルがグリッドのベーステーブルとして選択されます。
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複数のグリッド: ネスト

ベース
テーブル



ネストされたグリッドのベーステーブルは、グリッドが並列で、ネストされていな
い場合と同じように決定されます。ただし、ネストされた For each のベーステー
ブルの決定と同じになります。

ネストされたグリッドにベーストランザクションが指定されていない場合、
GeneXus によってそれが決定されます。このとき、このグリッドが別のグリッドと
ネストされている事実に基づいて、並列グリッドの場合とは異なるテーブルが選ば
れる可能性があります。
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複数のグリッド: ネスト

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライ
ン式などのコンテキストがないもの)

ネストされたグリッド



このような例は多くはありませんが、知っておくと役⽴ちます。
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複数のグリッド: ネスト

• グリッド内の項目属性 (表示または非表示)
• グリッドの [Base Trn] プロパティ
• グリッドの [Order] プロパティ
• グリッドの [Conditions] プロパティ
• グリッドの [Unique] プロパティ
• グリッドの [Data Selector] プロパティ
• グリッドの Load イベント内の項目属性

(For each コマンド、Aggregate インライン
式などのコンテキストがないもの)

ネストされたグリッド



たとえば、グリッドが⼊れ替わり、外側のグリッドで Attraction テーブルをナビ
ゲートするとします。内側のグリッドにベーストランザクションの指定はなく、
CityName 項目属性のみが暗示され、グリッドが並列だった場合、GeneXus は都市
のテーブルがベーステーブルであると決定します。ただし、この場合、ネストされ
ているグリッドの拡張テーブルに、2 つ目のグリッドの項目属性が含まれるため、2 
つ目のグリッドには最初のグリッドと同じベーステーブルが選択され、コントロー
ルブレークが実装されます。
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複数のグリッド: ネスト

Attraction

? Attraction!



これで、あらゆる Web パネルのベーステーブルおよびナビゲーションの決定に関す
る説明は完了です。
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ベーステーブル: 準備完了

ナビゲーションも準備完了
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